













































は秋田の言葉で「つらら」 ）というセッション タイトル 考
121
Reports
ヤミンを念頭に置きながら、意味の到来とともに排除されるものとしての「声」 、そのような声を召喚することに言及する。そして、もう一つの論点として、分身を追い求め 行為としての「変身」 、そしてそのよう 変身として 「翻訳」について指摘する。この「声」と「変身」は、和田先生のすべての仕事がそれをめぐっ 展開され きたものとしてここで語られたわけだが、長年の友人である岡田氏のこの導入の言葉は、このシンポジウム全体が収斂して響き合う道筋を与えるものとなった。一七人の登壇者たちは、それぞれの専門にかかわりつつトークを連ねていった だが、例えば『ヴェネツィア
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私一人の思い込みでないというこ 、私のすぐうし 席で聞いていた詩 たちが、和田先生 講演の最後の一言が消えていった瞬間に感嘆のため息をもらして た とからもはっきりと確信することができた。 ）
　
それにしても、一三時からほぼ六時間にわたる長丁場であっ
たにもかかわらず、長さを感じさせることのない、きわめて密度の高い時間だった。この「報告」では、語られた言葉たちの伝える内容そのものについてはほとんどふれないままとなってしまったが、ここで語られたことはおそらく本のかたちで現れることになるだろう。そこでもまた、この場で生み出されていた不思議な力 収束が見られることになるのではないかと予感している。
